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･･････前略 

 以上、全体を見渡してすぐ気が付くことは、外来の劇団は直接社会的政治的題材を扱うことが多いが、日本の劇団

はむしろそれらに無関心であるということ。これは上演前のシンポジウムの時に既に話題になっていた。これはやは

り社会状況の違いが大きい。日本の作り手/受け手共に問題意識が低いというのは事実かもしれないが、日本ではそれ

だけ巧妙に管理が進んでいるということなのだ。作り手が直接的表現を取らないからと言って無関心であるとは限ら

ない。もっとしたたかな表現を模索しているのだと思いたい。  

 最後に特筆したいのは、毎晩上演後の交流会が作り手から直接話が聞ける場を提供し、非常に実りあるものになっ

たこと。これは予想以上であった。 


